
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止

さ
れ
て
い
た
、
日
光
市
の
夏
の
風
物

詩
、
年
に
一
日
だ
け
の
祭
り
「
日
光

和
楽
踊
り
」
が
、
八
月
四
日
夜
、
和

楽
の
里
と
呼
ば
れ
る
日
光
事
業
所
和

楽
池
湖
畔
に
お
い
て
、
四
年
ぶ
り
に

蘇
り
、
浴
衣
姿
の
従
業
員
や
市
民
等

の
踊
り
手
、
そ
し
て
、
お
お
ぜ
い
の

観
客
た
ち
が
夕
暮
れ
の
会
場
で
、
踊

り
始
め
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
一

斉
点
灯
の
素
晴
ら
し
さ
に
大
歓
声
を

上
げ
、
明
る
く
照
ら
さ
れ
た
中
で
、

日
光
事
業
所
の
創
業
一
一
七
周
年
・

行
幸
啓
一
一
〇
周
年
記
念
祭
の
伝
統

あ
る
『
祝
宴
』
日
光
和
楽
踊
り
を
楽

し
ん
だ
。

本
番
前
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
も
行
な

わ
れ
、
地
元
の
小
学
生
に
よ
る
「
子

供
和
楽
踊
り
演
奏
」
や
「
和
楽
踊
り

の
里
抽
選
会
」
が
行
わ
れ
た
。

日
精
会
の
お
休
み
ど
こ
ろ
に
は
開

始
前
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
立
ち
寄

り
、
労
組
か
ら
差
し
入
れ
さ
れ
た
オ
ー

ド
ブ
ル
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
に

ぎ
や
か
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
。
そ
し
て
和
楽
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

に
も
参
加
し
「
日
光
事
業
所
所
長
賞
」

を
受
賞
し
た
。

今
年
の
記
念
祭
は
、
四
年
前
よ
り

参
加
者
が
多
く
祭
り
の
重
要
性
を
あ

ら
た
め
て
実
感
し
た
。

「
和
楽
踊
り
」
に
参
加
し
て

月
井
美
智
子

（
安
良
沢
支
部
）

 
古
河
電
工
日
光

事
業
所
で

4
日
夜

日
光
和
楽
踊
り
が

4
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
、
約
一
万
人
以
上
の
人
達
が
踊

り
の
輪
を
広
げ
た
。
午
後

7
時
の

工
場
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
構
内
の

電
飾
が
一
斉
に
点
灯
す
る
と
、
き
ら

び
や
か
な
情
景
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

浴
衣
姿
の
従
業
員
や
地
元
住
人
ら
は
、

お
馴
染
み
の
太
鼓
や
笛
の
音
に
合
わ

せ
和
楽
池
の
周
り
で
輪
に
な
っ
て
優

雅
な
踊
り
を
見
せ
て
い
た
。
又
、
踊

り
手
の
内
に
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊

り
に
参
加
し
て
い
る
外
国
人
も
多
数

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

  
私
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

最
初
か
ら
夢
中
で
疲
れ
も
忘
れ
て
踊
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
十
分
に
楽
し
く

踊
れ
、
来
年
も
踊
れ
る
よ
う
に
体
に

留
意
し
日
常
を
過
ご
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

和
楽
踊
り
を
復
活
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

「
和
楽
踊
り
」
に
集
う鈴

木
幸
雄

（
所
野
支
部
）

 
日
光
の
風
物
詩

「
和
楽
踊
り
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
会
場
で
久
々
に
日
精
会
仲
間
と

会
う
事
が
で
き
、
ひ
と
時
、
和
楽
の

精
神
に
浸
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
子
供
の
頃
は

3
日
間
の
開

催
で
し
た
。
し
か
し
、
情
勢
の
変
化

や
地
域
事
情
な
ど
に
よ
り

2
日
、

1
日
と
短
縮
と
な
っ
た
経
過
は
あ
り

ま
す
が
、
大
正

3
年
か
ら
１
０
０

年
以
上
も
継
続
さ
れ
て
い
る
伝
統
あ

る
和
楽
踊
り
を
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
和
楽
池
を
中
心
に
各
職
場

の
テ
ン
ト
や
地
域
の
方
々
の
テ
ン
ト

が
設
け
ら
れ
、
身
近
に
踊
り
の
輪
を

感
じ
、
電
飾
に
も
工
夫
が
さ
れ
て
、

踊
り
手
も
多
く
盛
り
上
が
り
を
感
じ

た
和
楽
踊
り
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

参
加
で
き
る
よ
う
楽
し
み
に
健
康
で

頑
張
り
た
い
で
す
。

《
女
性
部
》

６
月

16
日
（
金
）
女

性
部
の
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
G7

男
女
共

同
参
画
・
女
性
活
躍
担

当
大
臣
会
合
記
念
行
事
の
一
環
で
あ

り
ま
す
日
光
市
主
催
無
料
シ
ネ
マ

「
天
使
に
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
」
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
コ
メ
デ
ィ

映
画
を
ニ
コ
ニ

コ
本
陣
の
劇
場

で
鑑
賞
し
ま
し

た
。
主
役
の
黒
人
女
性
の
抜
群
の
歌

唱
力
と
町
の
人
々
へ
の
交
流
等
ほ
っ

こ
り
す
る
内
容

で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、「
和
菜

の
れ
ん
」
で
ラ

ン
チ
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
秋
に
開
催
予
定
の
行
事

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

（
部
長

荒
川
榮
子
）

日精会たより №182 ２０２３年(令和５年) ９月1

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長

が
「
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終

わ
り
地
球
沸
騰
化
の
時
代
が
到

来
し
た
」
と
表
現
し
た
今
年
の

夏
。
◇
昨
年
私
は
傘
寿
を
迎
え
、

７
０
才
代
ま
で
は
何
気
な
く
運

転
免
許
を
更
新
し
て
き
た
が
、

返
納
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ

た
。
運
動
能
力
、
持
続
力
等
の

体
の
衰
え
を
感
じ
始
め
た
か
ら
だ
。

「
事
故
を
起
こ
す
前
に
免
許
返
納
し
た

い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
運
転
し
な
い
と

何
も
で
き
な
く
な
る
と
の
思
い
が
頭
を

よ
ぎ
る
。
」
◇
運
転
免
許
を
失
え
ば
、

核
家
族
の
中
で
外
出
が
制
限
さ
れ
、
通

院
や
買
い
物
等
で
生
活
に
支
障
を
き
た

す
と
同
時
に
、
単
な
る
移
動
手
段
で
な

く
生
き
が
い
や
楽
し
み
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
。
◇
車
の
事
故
原
因
は

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い

等
の
操
作
の
誤
り
が
約
３
０
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
前
方
不
注
意
」
や

「
安
全
不
確
認
」
も
挙
げ
ら
れ
る
。
運

転
技
能
や
判
断
能
力
低
下
を
自
己
制
限

で
補
完
出
来
れ
ば
安
全
運
転
は
可
能
と

判
断
し
た
。
◇
体
力
の
維
持
に
努
め
る

と
共
に
安
全
運
転
の
マ
イ
ル
ー
ル
を
決

め
た
。
①
体
調
不
良
時
は
運
転
し
な
い
。

②
夜
間
や
雨
天
は
運
転
を
避
け
る
。
③

長
時
間
の
運
転
は
し
な
い
。
必
要
な
時

は
妻
を
同
乗
さ
せ
る
。
④
周
囲
の
車
や

人
に
自
分
の
意
志
を
的
確
に
伝
え
る
。

⑤
急
の
つ
く
こ
と
を
し
な
い
。
（
加
速
・

減
速
・
ハ
ン
ド
ル
等
）
⑥
市
街
地
で
は

自
転
車
や
歩
行
者
を
優
先
す
る
。
◇
運

転
能
力
は
個
人
差
が
大
き
く
地
方
に
住

む
高
齢
者
に
車
が
無
く
て
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
整
備
や
代
わ
り
と
な

る
交
通
手
段
等
の
早
期
支
援
を
望
ん
で

い
る
。

（

Ｍ

・

Ｓ
）

日
精
会
た
よ
り

わ ら く い け

夏
の
風
物
詩

四

年

ぶ

り

に

復

活

９月現在

1１２名

会 員 状 況

古
河
日
光
退
職
者
の
会

日

精

会

発

行

責

任

者

田
中
一
男

編
集
責
任
者

大
門
陽
利

◎

県
退
連

と
う
も
ろ
こ
し
狩
り

7
月
1
日

中
村
・
吉
新

学
習
会
（
宇
都
宮)

8
月
28
日

田
中
・
大
門
・
渡
辺

◎

役
員
会
議

6
月
20
日
・
7
月
17
日
・
8
月
11
日

◎

日
光
和
楽
踊

日
精
会
お
休
み
処
設
置

8
月
4
日

立
ち
寄
り
者

62
名

本 部 の 動 向 日光市足尾町

◇期日：

１１月２日(木)

足尾銅山閉山５０年

後の学習ハイキング

◇参加費：未定

申込み締切

１０月８日(日)
星野晃一 26-5368

上尾宜行 53-0465

荒井重男 22-5590

福田三男 54-3553

《歩こうかい部》

募
集
中



《
歩
こ
う
か
い
部
》

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

5

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
2
年
越
し
の
宮

城
蔵
王
お
釜
巡
り
か
ら
熊
野
岳
（
一
八

四
０
・
五
Ｍ
）
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
登
山

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
35
名
の
参

加
者
は
バ
ス
で
日
光
道
か
ら
東
北
道
白

石
Ｉ
Ｃ
へ
と
進
み
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ

ン
を
登
り
標
高
一
七
二
０
Ｍ
の
蔵
王
山

頂
駐
車
場
へ
と
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
到
着

し
た
。
が
、
外
は
、
立
っ
て
い
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
強
風
と
寒
さ
に
加
え
濃
霧
で

視
界
ゼ
ロ
の
最
悪
状
態
、
急
ぎ
車
内
で

登
山
の
身
支
度
を
し
て
と
り
あ
え
ず
、

山
頂
レ
ス
ト
ラ
ン
に
駆
け
込
み
早
目
の

昼
食
に
予
定
を
変
更
す
る
。
約

1
時
間

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
濃
霧
は
な
く
な
り

お
釜
が
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
外
に
出
る
が
、
強
風
は
止
ま
な

い
の
で
熊
野
岳
へ
の
登
山
は
危
険
と
判

断
、
中
止
と
し
て
、
足
下
に
見
え
る
素

晴
ら
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
”

お
釜
”
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
強
風
の

中
で
の
記
念
写
真
後
、
刈
田
峠
か
ら
右

手
に
あ
る
刈
田
岳
山
頂
神
社
（
一
七
五

八
Ｍ
）
を
自
由
参
拝
し
て
帰
途
に
つ
く
。

途
中
で
は
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
と
コ
マ
ク

サ
が
数
輪
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
咲
誇
っ

て
い
た
。
残
念
で
は
あ
っ
た
が
登
山
は

中
止
に
し
て
よ
か
っ
た
。

次
回
は
『
足
尾
銅
山
閉
山

50
年
後
の

学
習
ハ
イ
キ
ン
グ
』
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
お
楽
し
み
に
！

（
部
長

星
野
晃
一
）

「
歩
こ
う
か
い
」
に
初
参
加
！

芳
賀
真
治
（
清
滝
支
部
）

昨
年
ま
で
は
定

年
後
で
も
再
雇
用

の
関
係
で
フ
ル
タ

イ
ム
の
勤
務
、
コ
ロ

ナ
禍
の
関
係
で
中
々
参
加
が
出
来
ず

定
年
後
５
年
が
過
ぎ
で
初
め
て
「
歩

こ
う
か
い
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

歩
こ
う
か
い
部
の
部
長
、
幹
事
、

準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
企

画
の
立
案
、
バ
ス
の
手
配
、
準
備
等

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

梅
雨
の
時
期
で
し
た
が
現
地
、
蔵

王
の
麓
ま
で
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
が
駐
車
場
に
つ
い
た
と
き
は
強

風
と
ガ
ス
で
何
も
見
え
ず
、
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
で
休
憩
を
と
っ
て
い
る
間
に

ガ
ス
も
晴
れ
て
熊
野
岳
山
頂
方
面
へ

歩
け
る
期
待
が
あ
り
ま
し
た
が
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
付
近
は
強
風
で
立
っ
て
い

る
の
も
無
理
な
状
態
で
熊
野
岳
山
頂

方
面
へ
は
向
か
う
こ
と
が
出
来
ず
残

念
で
し
た
。

し
か
し
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
付
近
か

ら
蔵
王
の
お
釜
を
バ
ッ
ク
で
の
記
念

写
真
撮
影
と
近
く
の
刈
田
岳
ま
で
は

何
と
か
行
け
た
こ
と
、
ま
た
、
お
釜

や
山
頂
方
面
が
望
め
た
だ
け
で
も
価

値
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
帰
路
の
途
中
で
の
コ
マ
ク
サ

も
鑑
賞
が
出
来
て
素
晴
ら
し
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

「
お
釜
・
コ
マ
ク
サ
」
を絵

手
紙
に

神
山
敏
子

（
清
滝
支
部
）

今
回
の
歩
こ
う
か
い
行
事
で
は
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
強
風
が
な
か
っ
た
ら
・
・
・
熊

野
岳
の
コ
マ
ク
サ
群
落
に
会
え
た
の
に
、

帰
り
に
駒
草
平
に
寄
り
、
ス
マ
ホ
で
撮
っ

た
コ
マ
ク
サ
を
絵
手
紙
に
し
ま
し
た
。

お
釜
も
一
緒
に
・
・
・

《
歩
こ
う
か
い
部
》

 

第
２
回

11
月

2
日
（
木
）

足
尾
銅
山
閉
山

50
年
後
の
学
習
ハ
イ

キ
ン
グ

（
１
ペ
ー
ジ
参
照
）

《
Ｇ
ゴ
ル
フ
部
》

大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

８
時
30
分
集
合

参
加
費
５
０
０
円

 
第
２
回

10
月

11
日
（
水
）

《
ゴ
ル
フ
部
》

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
30
分
集
合

参
加
費
１
５
０
０
円

 

第
２
回

 
10
月

31
日
（
火
）

《
将
棋
部
》

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
１
０
０
０
円

 

第
３
回

 
12
月

9
日
（
土
）

《
囲
碁
部
》

星
部
長
宅
  

 
第
２
回

11
月

14
日
（
火
）

《
カ
ラ
オ
ケ
部
》

 
 今
市
カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

12
時

30
分
集
合

参
加
費
７
０
０
円

 
 
第
２
回

11
月
10
日
（
金
）

《
女
性
部
》

 
第
２
回

 
9
月

28
日
（
木
）

日
光
街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣

   
ラ
ン
チ
＆
映
画
鑑
賞
『
ぼ
け
ま
す

か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』

８
月

再

入

会

  

太
田

と
し
子

さ
ん

（
所
野
）

日精会たより №182 ２０２３年(令和５年) ９月2

各

部

行

事

予

定

勝
道
上
人
ご
母
堂
の
お
墓

木
乃
峯
千
手
観
世
音
堂

長
畑
に
圓
通
山
明
寿
院
普
門
寺

え
ん
つ
う
ざ
ん
み
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
ふ
も
ん
じ

と
い
う
寺
が
あ
る
。
芳
賀
（
現
真

岡
市
）
で
生
れ
た
勝
道
上
人
は
、

日
光
山
を
極
め
ん
と
意
を
決
し
、

約
一
二
五
〇
年
前
こ
の
場
所
を
中

心
に
近
く
の
鶏
鳴
山
や
行
川
な
ど

で
、
昼
夜
に
渡
り
厳
し
い
修
行
を

し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

一
方
、
ひ
た
す
ら
日
光
山
を
目

指
し
、
日
夜
厳
行
に
明
け
暮
れ
る

上
人
の
身
を
案
じ
る
母
「
明
寿
尼
」

は
、
わ
が
子
を
慕
い
つ
つ
後
を
追

い
こ
の
地
に
一
庵
を
結
び
、
修
行

の
成
就
を
祈
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。そ

し
て
、
普
門
寺
の
西
方
お
よ

そ
一
キ
ロ
の
小
高
い
山
の
上
に
、

木
乃
峯
千
手
観
世
音
堂
が
あ
り
、

明
寿
尼
の
亡
骸
を
納
め
た
場
所
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
堂
は
中
禅

寺
第
三
番
と
号
さ
れ
、
本
尊
千
手

観
音
菩
薩
は
中
禅
寺
（
第
一
番
）

立
木
観
音
の
末
木
で
彫
り
上
げ
ら

れ
た
五
尺
の
立
像
で
、
上
人
の
作

と
言
わ
れ
て
い
る
。
惜
し
い
こ
と

に
、
明
治
の
時
期
に
堂
ご
と
火
災

消
失
し
、
現
堂
は
そ
の
後
再
建
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

毎
年
旧
暦
初
午
の
日
（
現
在
は

三
月
第
一
日
曜
日
）
に
、
上
人
の

威
徳
を
偲
ぶ
開
山
忌
が
行
な
わ
れ
、

八
月
九
日
に
祭
典
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。

※

圓
通
山
明
寿
院
普
門
寺

え
ん
つ
う
ざ
ん
み
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
ふ
も
ん
じ

日
光
山
開
山
後
、
宝
亀
六
年
（
七

七
五
年
）
勝
道
上
人
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
上
人
の
高
蹟
を

偲
び
、
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
年
）

曹
洞
禅
宗
と
し
て
中
興
開
山
さ
れ
、

徳
川
幕
府
よ
り
ご
朱
印
地
二
十
石
も

拝
領
し
て
い
る
。
現
本
堂
は
、
寛
永

年
間
に
火
災
消
失
後
、
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
年
）
再
建
さ
れ
二
百
年

が
経
過
し
て
い
る
。

長
畑
・
普
門
寺
住
職

談

シ

リ

ー

ズ

第
五
回

郷

土

の

は

な

し

木乃峯観音寺祭典準備

普門寺のしだれ桜

刈 田 岳 山 頂 神 社

新
入
会
員
紹
介

8
月
17
日

鈴
木

重
行
さ

ん

83
歳

（
安

良
沢

）

8
月
26
日

増

渕

秋
夫

さ

ん

86
歳

（
所
野

）

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す


